
キ
ナ
シ
大
林
病
院
・
呼
吸
器
内
科
部
長

川
上
由
佳
氏

気
道
炎
症
抑
制
へ
吸
入
薬

症
状
慣
れ
ず
に
継
続
使
用
を

医師は常勤１人、非常勤２人で診療に

当たる。ぜんそく患者は年間約230人が

受診。

所在地：高松市鬼無町藤井435－１

電 話：087（881）3631
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■ キナシ大林病院呼吸器内科
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慈

□
か
わ
か
み
・
ゆ
か

１
９
９
１
年

徳
島
大
医
学
部
卒
。
香
川
大
医
学
部

付
属
病
院
、
国
立
療
養
所
高
松
病
院

（
現
高
松
医
療
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
を

経
て
、

年
か
ら
キ
ナ
シ
大
林
病
院
。

２
０
０
７
年
か
ら
現
職
。

年
か
ら

同
院
理
事
長
。
日
本
呼
吸
器
学
会
専

門
医
、
日
本
内
科
学
会
総
合
内
科
専

門
医
。
医
学
博
士
。
高
松
市
出
身
。

歳
。

日
本
に
は
約
５
０
０
万
人
の

ぜ
ん
そ
く
患
者
が
い
る
。
慢
性

の
疾
患
だ
が
、
治
療
を
続
け
、

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
ぜ

ん
そ
く
と
の
上
手
な
付
き
合
い

方
に
つ
い
て
、
キ
ナ
シ
大
林
病

院
呼
吸
器
内
科
の
川
上
由
佳
部

長
に
聞
い
た
。

｜
ぜ
ん
そ
く
の
症
状
は
。

せ
き
が
出
る
、「
ゼ
ー
ゼ
ー
」

と
い
っ
て
苦
し
い
、
た
ん
が
絡

む
｜
な
ど
が
代
表
的
な
症
状
。

気
道
に
炎
症
が
起
き
て
過
敏
に

な
り
、
気
温
の
変
化
や
ハ
ウ
ス

ダ
ス
ト
、
た
ば
こ
の
煙
な
ど
の

刺
激
を
受
け
て
発
作
が
起
き

る
。
乳
幼
児
の
割
合
が
高
い
が
、

中
高
年
で
初
め
て
症
状
が
出
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。
原
因
が
複
雑

な
病
気
で
、
血
液
検
査
を
行
っ

て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
を
特

定
で
き
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。

｜
ど
の
よ
う
に
治
療
す
る
の

か
。何

よ
り
も
ま
ず
気
道
の
炎
症

を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の

た
め
の
力
強
い
味
方
が
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
。
吸
入
薬
は
気
道

に
直
接
薬
が
届
く
た
め
、
少
な

い
薬
量
で
済
む
上
、
飲
み
薬
や

注
射
と
違
っ
て
全
身
性
の
副
作

用
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、

即
効
性
は
な
く
、
１
カ
月
ほ
ど

続
け
な
い
と
効
果
が
現
れ
な

い
。
最
近
は
ス
テ
ロ
イ
ド
と
気

管
支
拡
張
薬
の
両
方
を
配
合
す

る
こ
と
で
、
効
果
が
早
く
出
る

薬
も
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
吸
入
薬
を
う
ま
く
使
っ
て
い

け
ば
症
状
が
出
な
く
な
り
、
ぜ

ん
そ
く
が
理
由
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
諦
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
る
。

｜
一
度
症
状
が
治
ま
れ
ば
、

そ
の
後
は
治
療
し
な
く
て
も
い

い
の
か
。

症
状
が
な
い
だ
け
で
は
良
い

状
態
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
症

状
が
治
ま
っ
て
い
る
と
き
で
も

気
道
に
は
炎
症
が
残
っ
て
い

る
。
炎
症
が
あ
る
と
、
た
ば
こ

や
線
香
の
煙
、
冷
た
い
空
気
や

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
ペ
ッ
ト
の
毛

の
ほ
か
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
疲
労
な
ど
が
刺
激
に
な

っ
て
気
道
が
狭
く
な
り
、
空
気

の
通
り
道
が
細
く
な
っ
て
症
状

が
出
る
。
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

に
よ
る
治
療
を
し
っ
か
り
続
け

る
こ
と
が
重
要
だ
。

｜
患
者
が
心
掛
け
る
こ
と

は
。症

状
が
あ
る
こ
と
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
方
が
い
る
。「
ぜ

ん
そ
く
だ
か
ら
、
せ
き
が
出
た

り
『
ゼ
ー
ゼ
ー
』
い
っ
た
り
す

る
の
は
当
た
り
前
」
と
考
え
た

り
、
発
作
が
起
き
な
い
よ
う
に

と
運
動
を
我
慢
し
て
い
る
方
も

い
る
。
ぜ
ん
そ
く
の
治
療
は
進

歩
し
て
い
る
の
で
、
も
う
一
度
、

自
分
の
症
状
と
向
き
合
い
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て

ほ
し
い
。

｜
ぜ
ん
そ
く
に
よ
く
似
た
病

気
も
あ
る
と
聞
く
。

た
ば
こ
が
原
因
で
肺
機
能
が

落
ち
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉へ

い

塞そ
く

性
肺
疾
患
）
」
だ
。
長
年
に

わ
た
っ
て
喫
煙
し
て
き
た
年
配

者
が
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
の
３
〜
４
割
が

ぜ
ん
そ
く
を
併
せ
持
っ
て
い
る

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

｜
治
療
法
が
違
う
の
か
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
だ
け
の
場
合
と
、

ぜ
ん
そ
く
を
併
せ
持
っ
て
い
る

場
合
と
で
は
薬
も
変
わ
っ
て
く

る
。
両
方
の
疾
患
が
あ
る
と
肺

機
能
が
落
ち
る
ス
ピ
ー
ド
も

速
く
な
る
の
で
、
状
態
を
早
期

に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
。
ま

た
、
せ
き
や
「
ゼ
ー
ゼ
ー
」
と

い
う
症
状
は
、
肺
炎
や
肺
が
ん
、

結
核
な
ど
他
の
病
気
の
可
能
性

も
あ
る
。
「
大
し
た
こ
と
は
な

い
」
と
思
わ
ず
、
症
状
を
し
っ

か
り
と
医
師
に
伝
え
て
ほ
し

い
。

病気へのかかりやすさや体

質などを判定する消費者向け

の遺伝子検査ビジネスを手掛

ける企業でつくる団体が、一

定の基準を満たした業者を自

主的に認定する制度を創設

し、 月から認定申請の受け

付けを始めた。検査への信頼

性を高める狙い。来年３月に

第１陣の認定企業を公表する

予定。

団体は、検索大手ヤフーな

ど二十数社が加盟するＮＰＯ

法人「個人遺伝情報取扱協議

会」（別所直哉理事長）。

唾液などを送るだけで受け

られるこうした遺伝子検査ビ

ジネスは近年、国内で急増。

健康への関心を高めるとの指

摘がある一方、「科学的根拠

がはっきりしない」「将来の

確率や傾向を示すだけなの

に、消費者が医療目的の診断

と同じだと誤解しないか」な

どの懸念がある。検査結果を

基に、健康食品販売など２次

的サービスを提供する業者も

存在する。

これまで協議会の自主基準

はあったが、守られているの

か、消費者には分かりにくか

った。

認定制度では、自主基準に

基づく200超のチェック項目

を設定。企業が申告する内容

を外部の有識者６人で構成す

る審査委員会が審査する。審

査委メンバーは法医学が専門

の勝又義直名古屋医専校長の

ほか、法律・倫理、分子疫学、

情報セキュリティーなどの専

門家に消費者代表が加わる。

協議会に入らずに消費者向

け遺伝子検査を販売する業者

もあるが、協議会事務局は「認

定制度開始を機に加盟を希望

する企業もあり、業界全体の

水準向上に望ましい動きが出

ている」と話す。

遺伝子検査をめぐっては、

厚生労働省が規制の必要性な

どを議論する専門家検討会の

設置を明らかにしている。

遺伝子検査に認定制度
業界団体が創設 信頼性確保へ自主的に

臨床研究16例実施
術後良好 保険再申請へ

医
療
法
人

徳

洲

会

国
は
現
在

原
則
禁
止

宇和島徳洲会病院で実施された病気腎移植の臨床研究手術

‖７月８日 愛媛県宇和島市

どう見る病気腎移植

一
般
的
治
療
と
認
め
ず

日
本
移
植
学
会
広
報
委
員
長
で

奈
良
県
立
医
科
大
の
吉
田
克
法
病

院
教
授
の
話

日
本
移
植
学
会
の

意
見
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
病
気

腎
移
植
を
一
般
的
な
治
療
と
は
認

め
て
い
な
い
。
腎
臓
を
丸
ご
と
摘

出
す
る
の
は
臓
器
提
供
者
（
ド
ナ

ー
）
に
不
要
な
負
担
を
か
け
る
。

４
㌢
以
下
の
腎
が
ん
で
あ
れ
ば
、

術
後
の
腎
機
能
が
良
好
に
保
た
れ

る
の
で
腫
瘍
だ
け
を
切
除
す
る
の

が
望
ま
し
い
。
臨
床
研
究
は
学
会

が
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
特

に
コ
メ
ン
ト
は
し
な
い
が
、
今
後

の
経
過
を
慎
重
に
見
て
い
き
た

い
。
か
つ
て
あ
れ
だ
け
議
論
を
巻

き
起
こ
し
た
の
で
、
研
究
過
程
や

患
者
の
経
過
を
積
極
的
に
情
報
公

開
し
て
ほ
し
い
。

患
者
に
自
己
決
定
権
を

岡
山
大
の
粟
屋
剛
教
授
（
生
命

倫
理
学
）
の
話

か
つ
て
は
論
争

が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
国
際
的
に

は
病
気
腎
移
植
を
受
け
た
患
者
に

が
ん
が
転
移
す
る
可
能
性
は
極
め

て
低
い
と
さ
れ
、
国
内
の
臨
床
研

究
で
も
が
ん
の
再
発
は
見
ら
れ
て

い
な
い
。
仮
に
病
気
腎
で
あ
っ
て

も
苦
し
い
透
析
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
移
植
を
受
け
た
い
と
い
う
患
者

の
自
己
決
定
が
医
療
者
や
医
学
界

に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
生
命
倫
理
の
視
点
か
ら
問
題

だ
と
思
う
。
第
三
者
間
で
実
施
す

る
場
合
、
臓
器
の
配
分
が
公
正
に

行
わ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

が
ん
な
ど
の
患
者
か
ら
腎
臓
を

摘
出
し
、
病
気
の
部
分
を
取
り
除

い
て
別
の
腎
臓
病
患
者
に
移
植
す

る
「
病
気
腎
移
植
」
の
臨
床
研
究

を
医
療
法
人
徳
洲
会
が
続
け
て
お

り
、
２
０
０
９
年
以
降
、
こ
れ
ま

で

例
が
実
施
さ
れ
た
。

国
は
「
原
則
禁
止
」
と
し
て
お

り
、
保
険
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い

が
、
徳
洲
会
側
は
年
内
に
も
、
一

部
保
険
適
用
を
求
め
、
厚
生
労
働

省
に
先
進
医
療
の
適
用
を
再
申
請

す
る
方
針
だ
。

病
気
腎
移
植
は

年
、
宇
和
島

徳
洲
会
病
院
（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）

の
万
波
誠
医
師

ら
が
実
施
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

妥
当
性
が
議
論
に
な
っ
た
。
万
波

医
師
ら
は
透
析
患
者
を
救
う
、
生

体
腎
・
死
体
腎
移
植
に
次
ぐ

第
３

の
道

と
主
張
し
た
が

日
本
移
植

学
会
な
ど
は
、
が
ん
再
発
の
リ
ス

ク
を
指
摘
し
、
安
全
性
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
と
批
判
。
厚
労
省
は

年

現
時
点
で
は
医
学
的
に
妥

当
性
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
」
と

し
、
臨
床
研
究
と
し
て
実
施
す
る

場
合
以
外
は
禁
止
す
る
と
決
め
た

徳
洲
会
に
よ
る
と
、
臨
床
研
究

は
親
族
間
で
は
臓
器
提
供
者
（
ド

ナ
ー
）
の
病
気
を
限
定
せ
ず
、
第

三
者
間
で
は
腫
瘍
が
４
㌢
以
下
の

小
径
腎
が
ん
が
対
象
。
移
植
を
受

け
た

人
の
う
ち
１
人
が
術
後

に
、
２
人
は
透
析
を
再
開
し
た
後

に
亡
く
な
っ
た
。
が
ん
の
再
発
例

は
な
い
と
い
う
。

徳
洲
会
は
第
三
者
間
の

例
の

経
過
を
ま
と
め
、
「
移
植
し
て

〜

カ
月
経
過
す
る
も
腎
機
能
は

良
好
で
、
が
ん
再
発
は
な
い
」
と

す
る
論
文
を
今
年
８
月
、
移
植
の

国
際
専
門
誌
に
発
表
し
た
。

先
進
医
療
は

年

月
に
申
請

し
た
が
、
厚
労
省
の
専
門
家
会
議

は

年
８
月
、
手
術
後
の
健
康
状

態
の
デ
ー
タ
が
不
十
分
な
ど
と
し

て
認
め
な
か
っ
た
。
病
院
側
は

例
の
論
文
デ
ー
タ
も
添
え
、
年
内

に
も
再
申
請
す
る
計
画
。

臨
床
研
究
の
責
任
者
、
東
京
西

徳
洲
会
病
院
（
東
京
都
）
の
小
川

由
英
医
師
は
「
移
植
を
切
望
す
る

透
析
患
者
に
と
っ
て
推
奨
で
き
る

治
療
法
で
、
ド
ナ
ー
不
足
の
解
消

に
も
役
立
つ
」
と
話
す
。

日
本
移
植
学
会
は
「
一
般
的
な

治
療
と
し
て
の
病
気
腎
移
植
は
認

め
て
い
な
い
」
と
の
姿
勢
を
変
え

て
い
な
い
。
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∂
∂
∂
∂
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∂
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∂
∂

広
告
の
ご
用
命
は

四
国
新
聞
社
広
告
局

０
８
７
（
８
３
３
）
１
１
４
５

電
通
西
日
本
高
松
支
社

０
８
７

８
５
１

０
０
９
１

中
国
四
国
博
報
堂
高
松
支
社

０
８
７

８
５
１

６
１
１
１

大
広
西
日
本
高
松
支
社

０
８
７

８
６
１

４
７
９
７

セ

ー

ラ

ー

広

告

０
８
７

８
２
３

１
１
５
５

大

一

広

告

０
８
７

８
６
１

３
７
３
７

四
電
ビ
ジ
ネ
ス
㈱

０
８
７

８
２
６

０
０
９
１

オ

リ

コ

０
８
７

８
５
１

４
１
５
１

ア
ド
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

０
８
７

８
２
６

５
６
０
０

西
日
本
放
送
サ
ー
ビ
ス

０
８
７

８
６
７

６
６
６
９

ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
・
ケ
イ

岡
山
支
社
高
松
オ
フ
ィ
ス

０
８
７

８
２
２

５
９
９
１

四

国

企

画

０
８
７

８
３
５

５
１
６
０

ア
ー
ル
エ
ヌ
シ
ー
パ
ッ
ク

０
８
７

８
６
１

４
９
２
１

四
国
新
聞
社
西
讃
支
社

０
８
７
７

２
２

２
２
６
６

セ
ー
ラ
ー
広
告
西
讃
支
社

０
８
７
７

２
２

７
１
０
５

ア
ド
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー西

讃
支
社

０
８
７
７

２
５

１
７
４
７

西
日
本
放
送
サ
ー
ビ
ス
西
讃
支
社

０
８
７
７

２
５

５
５
５
８

ト
ッ
プ
ス
広
告

０
８
７
５

２
３

１
５
６
７

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

５
四
飛

６
九
香
成

４
一
飛

６
三
銀
打

３
四
飛

３
三
桂

６
四
歩

５
一
金
引

３
一
飛
成

５
二
銀

６
三
銀

４
一
金

（
途
中
図
）

２
一
竜

３
一
金
打

２
三
竜

４
五
桂

同

桂

８
九
馬

５
二
銀
成

同
金
右

６
三
桂

以
下
松
坂
三
段
の
勝
ち

（
指
し
手
71
手
）

松
坂
さ
ん
１
勝

愛

媛
県

代
表

松
坂

さ
ん

、
高
知
県
代
表
山
本
さ
ん

に
よ
る
四
国
ア
マ
１
回
戦

は
、
相
振
り
飛
車
か
ら
激
戦
と

な
っ
て
い
た
。
前
夜
祭
で
は
正

面
の
席
に
座
り
、
会
話
を
弾
ま

せ
て
い
た
二
人
だ
が
、
今
は
集

中
し
て
盤
だ
け
を
見
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
持
ち
時
間
は
２
〜
３

分
に
な
り
、
一
手

秒
の
秒
読

み

が

近

づ

く
。図

は
後
手

の
山
本
さ
ん

が

６
二
香

と
打
っ
た
と

こ
ろ
。
厳
し

い
香
打
ち
に

見
え
た
が
、

先
手
の
松
坂

さ
ん
は
落
ち

着
い
て

５

四
飛
と
飛
車

を
逃
げ
、
山
本
さ
ん
の

６
九

香
成
に

４
一
飛
と
飛
車
を
打

っ
て
反
撃
に
転
じ
た
。

６
三
銀
と
打
ち
、

３
四

飛
に

３
三
桂
と
遊
び
桂
を
活

用
し
て
山
本
さ
ん
は
頑
張
る

が
、
松
坂
さ
ん
は

６
四
歩
か

ら

６
三
銀
と
後
手
陣
を
崩
し

に
か
か
っ
た
。

４
一
金

（
途
中
図
）

と
山
本
さ
ん

は
竜
に
当
て
る
が
、
松
坂
さ
ん

は
途
中
図
か
ら

２
一
竜
と
逃

げ
、

３
一
金
打
に
は

２
三

竜
と
引
い
て
あ
わ
て
な
い
。

山
本
さ
ん
の

４
五
桂
は
待

望
の
銀
取
り
だ
が
、
松
坂
さ
ん

の

５
二
銀
成
〜

６
三
桂

（
終
了
図
）
が
厳
し
か
っ
た
。

終
了
図
で

８
二
玉
は

７

一
銀
か
ら

３
一
竜
と
金
を
取

る
ま
で
。
山
本
さ
ん
は

６
一

玉
と
し
た
が
先
手
の
大
駒
に
近

づ
き
、
松
坂
さ
ん
が
手
堅
く
寄

せ
て
１
勝
を
挙
げ
た
。

（
九
段

小
林
健
二
）

５番勝負第４局①1－16
白 碁聖 井山 裕太
（日本棋院・ 歳）

（２勝１敗）
黒 挑戦者 九段 山下 敬吾

〈
〉
六 目 半
コミ出し

｛
｝ （日本棋院・ 歳）

（１勝２敗）

山

下

の

工

夫

互
い
に
黒
番
を
制
し
て
、
井

山
２
勝
１
敗
で
迎
え
た
第
４
局

は
８
月
７
日
、
日
本
棋
院
本
院

「
幽
玄
」
の
間
で
行
わ
れ
た
。

「
深
奥
幽
玄
」
と
書
か
れ
た

掛
け
軸
を
背
に
井
山
、
そ
し
て

盤
を
挟
ん
で
山
下
が
向
か
い
合

う
。
ピ
リ
ッ
と
引
き
締
ま
っ
た

緊
張
感
が
漂
う
中
、
目
を
閉
じ

て
集
中
す
る
２
人
の
脇
で
、
カ

メ
ラ
マ
ン
た
ち
が
固
唾
（
か
た

ず
）
を
の
ん
で
待
ち
構
え
て
い

る
。定

刻
午
前
９
時
半
、
立
会
人

・
王
銘
琬
九
段
が
「
時
間
に
な

り
ま
し
た
」
と
開
局
を
告
げ
、

消
費

時
間
→←↑← ↓

○

８
分

●

分

山
下
が
黒
石
を
打
ち
下
ろ
す

と
、
一
斉
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
た

か
れ
た
。

解
説
は
王
立
会
人
に
お
願
い

し
た
。黒
７
は
最
近
の
は
や
り
。

黒
９
と
単
に
小
ゲ
イ
マ
に
シ
マ

ッ
た
の
が
山
下
の
工
夫
で
あ

る
。王

九
段
「
黒
９
で
は
参
考
図

黒
１
以
下
。
初
め
は
こ
う
い
う

研
究
で
し
た
が
、
白

で
頑
張

れ
る
の
で
、
布
石
の
作
戦
と
し

て
は
黒
が
面
白
く
な
い
。
大
ゲ

イ
マ
だ
か
ら
ツ
ケ
ら
れ
る
。
そ

れ
で
小
ゲ
イ
マ
か
ら
黒

ま
で

が
山
下
さ
ん
の
構
想
で
す
」
。

そ
し
て
、
白

ま
で
進
ん
だ
。

（
榎
本
弘
幸
）

（
持
ち
時
間
各
４
時
間
）
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